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原子力規制庁記者ブリーフィング 

 

  日時：平成29年11月7日（火）14:30～ 

  場所：原子力規制委員会庁舎 記者会見室 

  対応：大熊長官官房総務課長 

 

 

＜本日の報告事項＞ 

○司会 それでは、定刻になりましたので、ただいまから原子力規制庁の定例ブリーフィ

ングを始めます。 

○大熊総務課長 それでは、お手元の広報日程に基づきまして、私から補足説明をさせて

いただきます。 

  まず、1.第48回原子力規制委員会が11月8日、明日開催されます。議題は3点ございま

す。 

  まず、議題の1「原子燃料工業株式会社熊取事業所におけるウラン粉末の漏えいに係る

報告に対する評価及び今後の対応について」。こちらにつきましては、本年8月に確認

されました同社加工棟における酸化ウラン粉末の漏えいの事案、こちらは法令報告に該

当する事案ということでございますが、こちらに関する報告書を8月と11月に受領をし

てきたところでございます。これら報告に対する評価及び今後の対応につきまして、委

員会にお諮りをするというものでございます。 

  続きまして、議題の2「国立研究開発法人日本原子力研究開発機構原子力科学研究所の

設置変更許可申請書（STACY（定常臨界実験装置）施設等の変更）に関する審査書等に

ついて」という議題でございます。こちらの内容でございますが、原子力機構の試験研

究用原子炉でございますSTACY、その設置変更許可に関する新規制基準への適合性につ

きまして、審査会合を開催し、審査を進めてきたところでございます。今般、これにつ

いて審査書案を取りまとめ、関係機関への意見聴取を行うことにつきまして、委員会に

お諮りをするというものでございます。 

  続きまして、議題の3「『実用発電用原子炉に係る新規制基準の考え方について』の改

訂について」でございます。こちらは新規制基準の考え方を解説した資料でございます

「実用発電用原子炉に係る新規制基準の考え方について」というものが昨年6月に策定

をされております。その後、改訂を行ってきているところですが、今般、これについて

改訂案を作成いたしましたので、改訂について委員会にお諮りをするというものでござ

います。 

  続きまして、広報日程の2ページ目下段、11月13日月曜日、（7）第12回検査制度の見

直しに関するワーキンググループでございます。検査制度の見直しにつきましては、先

月、検討チームを開催し、ワーキンググループの検討状況を紹介して議論を行ったとこ
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ろでございますが、そのコメントも踏まえながら、引き続きワーキンググループで検討

を進めていくというものでございます。議題としては主に3点ございます。 

  まず、議題の1といたしまして、検査における個別事項の重要度の評価の考え方につい

て、議論を行う予定でございます。 

  次に、議題の2といたしまして、検査における検査ガイド、これは検査の具体的手順を

示すものという予定でございますが、その検討状況について説明をし、議論を行うとい

う予定でございます。 

  続きまして、議題の3として、検査制度の見直しに伴う保安規定の記載内容の検討につ

きまして、事業者側から検討の状況につき説明をしてもらい、議論を行うということを

予定してございます。 

  最後に、3ページ目、委員の現地調査の予定が1件入っております。原子力機構高速増

殖原子炉もんじゅの現地調査ということで、田中委員ほかが11月13日に現地の調査を行

う予定でございます。この調査におきましては、主に燃料取扱い設備の点検の状況など

について、確認を行うということを予定してございます。 

  私からの説明は以上でございます。 

 

＜質疑応答＞ 

○司会 それでは、皆様からの質問をお受けしたいと思います。いつものとおり、所属と

お名前をおっしゃってから質問の方をお願いいたします。 

  それでは、質問のある方は手を挙げてください。ヒガシヤマさん。 

○記者 朝日新聞のヒガシヤマです。 

  明日の議題3なのですけれども、この考え方の改訂で、もうちょっと具体的にどういう

ところを変えるのですというのが分かれば、教えていただけないでしょうか。 

○大熊総務課長 この新規制基準の考え方、先ほど申し上げましたが、昨年6月末に策定を

して、昨年8月にも改訂をした。それに続く改訂ということでございます。 

  今回の改訂では、改訂の点は様々あるわけですけれども、例を挙げますと、自然現象

につきまして、これまで解説されていなかった地盤あるいは竜巻といったものに関する

要求事項についての考え方の解説を加えるということが含まれております。また、この

ほか、耐震重要度分類の考え方についての解説なども追加をするというようなことを予

定しております。 

○記者 これはもう反映ということなので、この間、㏍の審査で明らかになったやつとか

はまだ入ってきていませんよと、そういうことでいいのでしょうか。 

○大熊総務課長 今回の内容では、これは特に入っていないです。今回の改訂では予定を

してございません。 

○記者 分かりました。ありがとうございます。 
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○司会 ほかに質問のある方。では、NHKのシゲタさん。 

○記者 NHK、シゲタです。 

  確認なのですけれども、9日の原子力部門の責任者との意見交換会で神戸製鋼の件を聞

くと思うのですけれども、現時点で2Fもしくは原燃以外でこういったケースがあったと

いうのは、特に今のところは入っていないでしょうか。 

○大熊総務課長 現時点では今お話がありました福島第二、それから、日本原燃の2件以外

の新しい情報は報告されておりません。 

○記者 あと、先週も出たと思うのですけれども、この場所にはどなたが来るかは決まり

ましたでしょうか。 

○大熊総務課長 9日の会議ですね。確定したという情報は、私のところには報告をまだ聞

いておりません。 

 

○司会 ほかに質問のある方はいらっしゃいますでしょうか。よろしいでしょうか。 

  それでは、これをもちまして終了したいと思います。お疲れさまでした。 

 

－了－ 


